
生涯学習実践交流会（第2回）を開催しました！

コレカラのツナガル論 ～自分発！未来を拓く 幸せづくり☆つながりづくり～ ＃2 自分×つながる×場

　平成28年2月20日（土）、演出家でNPO法人オブセリズム理事の花井裕一郎さんを講師に、「平成27年度

生涯学習実践交流会」（第2回）を開催しました。 

　この実践交流会は、地域でNPO・市民活動・社会教育・まちづくりなどの活動に関わっている方の「学び」と

「出会い」を目的に行っています。 

※詳しくはコチラ ➔ 生涯学習実践交流会チラシ(281KB; PDFファイル)

 

講義 「みんなを幸せにするためにできること ～佐賀で実践中！「わくわく演出マネジメント」に学ぶ～」

■「わくわくする場」をつくること

　花井さんは、長野県小布施町を拠点にまちづくり活動に取り組まれ、小布施町立図書館「まちとしょテラソ」

館長として、設立から図書館運営に携わってこられました。「まちとしょテラソ」は2011年の「ライブラリー・オブ・

ザ・イヤー」大賞（日本一の図書館）を受賞し、先進的な図書館として知られています。全国各地で活躍されて

いる花井さんに、交流の場づくりや「地域にあるもの」を活かしたまちづくりの秘訣についてお話しいただきま

した。

 

 

　花井さん曰く、「『わくわくする場をつくること』が、みんなを幸せにするためにできること」。

　「地方創生」の今、地域での教育は大切で、図書館や公民館などの文化施設の存在や役割は重要です。

「まちとしょテラソ」での例を挙げながら、いかにそこを「わくわくする場」にし、地域のコミュニケーションの場に

できるかということをお話していただきました。

　また、まちづくりを考える上では、住民がやりたいことが地域に受け入れられると、活動が広がり、地域にと

って良いものになるというプロセスがあります。「住民が主役」になるためには、地域全体で楽しめるアイデア

や「わくわく感」をプラスすることがポイントであると、事例を交えながら伝えていただきました。

 

　花井さん流のわくわく演出の方法として、

 ①人は居心地のよい場所に集まる（わくわくの場づくり）

 ②あいまいな空間を演出する（ルールを決めすぎない）

 ③デザインコードを考える（統一性とシンプルさも大切）

の3点をあげられ、 「これからのまちづくりは、『共創力』（一緒につくること）と『多様性』（一人一人がしっかり

意見を出すこと）を重視して取り組んでいくことが必要」とアドバイスいただきました。 

 

 

 

ワークショップ（グループディスカッション）

 

 

　第2部として、グループディスカッションを行いました。

　まずは自己紹介を兼ねて、「興味（わくわく）があること」をお題に、グループで情報交換タイム♪

http://www.avance.or.jp/var/rev1/0004/5429/116327103524.pdf
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開館時間

火曜～土曜日：8時30分～22時00分

日曜・祝日：8時30分～17時00分 

(ホールは22時00分まで）

休館日

毎週月曜日（祝日も含む）

12月29日から翌年1月3日まで

　共通点が見つかったり、他の人から知らなかったことを教えてもらったりしながら、和気あいあいとした雰囲

気になりました。

　ディスカッションでは、①「弱み」を語る➔ ②「強み」を語る➔ ③「強み」からできること（幸せにつながること）

を考える という流れで、まずは自分のこと、次に、住んでいるまちや取り組んでいる活動のことに当てはめて

考え、グループ内で共有しました。年代や職業が異なる人同士で話すことで意見が飛び交い、刺激や今後の

ヒントを得られた時間となりました。

 

　最後に、花井さんから、「目には見えない『ないのに、ある』ものをみんなで発見していくことが、まちづくり

へ、そしてみんなの幸せにつながると思います」とメッセージをいただきました。

 

 

プチ交流会

  

 

　講座終了後は、会場で「プチ交流会」タイム

　ワークショップで親しくなった参加者同士でさらに話が盛り上がり、新しいつながりもできました。

 

　今回の会場である「吉野ヶ里公園駅コミュニティーホール」は、花井さんが理事を務めるNPO法人オブセリ

ズムが指定管理者として運営をされています。1,800冊を超える本を設置して貸し出したり、ディスプレイなど

の雰囲気づくりを工夫したり、イベントやワークショップを開催したり、誰もが気軽に利用できる場所として、人

が集まるにぎわい作りを仕掛けられています。 今後、この場所をもっと「わくわく、楽しい」空間にしようと、花

井さんは次の構想をいろいろと膨らませていらっしゃるようです。気になった方は足を運んでみませんか♪

 

■■■ 参加者の声 ■■■

 講師の実践がとてもユニークで、そのプロセスに学ぶことが多かった。

 わくわくというキーワードが心に残った。自分が楽しい面白いと感じることが大事だと思った。

 まちの一員として、役割を担っている自覚をもって活動しなければ、という気持ちになった。

 改めて、もっといろんなことをやっていきたいと思った。

 たくさんの新しい出会いがあった。「住民が主役」のまちづくりという発想がとても参考になった。 
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